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1 はじめに

本研究の目的は，EBSの USD/JPU約定取引データを用いた外国為替取引の約定発生間
隔と約定間の対数価格差のモデル化である．特に本報告では，二分木クラスタリングで得ら
れた各クラスタごとに約定発生が定常ポアソン過程に従うと仮定した Shibata(2006)の方法
を改良し，各クラスタ内の約定発生が複合ポアソン過程に従うと仮定した場合の結果につい
て報告する．

2 クラスタリング手法を用いた為替Tickデータのモデリング

Shibata(2006)では，分類した各クラスタ内の約定発生件数の分布が，強度 λが一定の定
常ポワソン過程に従う仮定のもとでモデルを構成する. これは，クラスタ内の約定発生の間
隔 {∆ti} i = 1, 2, 3, . . . , n が強度 λの指数分布に従うことと同値である. その上で，約定価
格の対数差 {xi}を約定発生の間隔 {∆ti} の平方根で除して基準化した { xi√

∆ti
} が正規分布

N(0, σ2)に従うという仮定を置き, {xi}が従う確率分布を求めている.

具体的には {xi} は次のラプラス分布 Lap(α)に従う.

xi ∼ Lap(α), α =

√
2λ

σ

この式からもわかるように，ラプラス分布のパラメータは約定発生の強度 λと基準化した価
格の対数差のボラティリティσ2に依存している．

3 Shibata(2006)の改良

取引現場に携わっている感覚からすると，市場がミリセカンド単位で様々な質と量の情報
の影響を受けることを考慮すれば，各クラスタ内の約定発生件数の分布が強度一定の定常ポ
ワソン過程に従うというモデルは，少し仮定が強いのではないかと考える．
そこで我々は，クラスタ内では一定の性質を満たしつつも強度 λがガンマ分布に従って時

間変化する仮定を置いた. この場合，約定発生件数は，負の２項分布に従うこととなる．当
日の発表では，この新たなモデルを実データに当てはめた結果について報告する.
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